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直
接
地
表
に
噴
き
出
し
ま
す
。
溶
岩
や
地
層

が
こ
の
火
山
ガ
ス
や
強
い
酸
性
の
温
泉
水
に

触
れ
る
と
、
中
の
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
溶
か
し
出

さ
れ
、
溶
岩
や
地
層
は
白
い
泥
に
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
雲
仙
で
見
ら
れ
る
、

白
い
泥
の
間
か
ら
温
泉
や
火
山
ガ
ス
が
湧
き

だ
す
景
観
〝
地
獄
”
は
、
火
山
ガ
ス
に
比
べ

て
地
下
水
の
量
が
少
な
い
た
め
に
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
す
。

　
雲
仙
の
温
泉
た
ま
ご
は
、
地
下
水
に
混
ざ

り
損
ね
た
火
山
ガ
ス
の
熱
が
つ
く
る
名
物
で

す
。

　

西
暦
７
０
１
年
に
開
山
し
た
と
さ
れ
る

温う
ん
ぜ
ん
さ
ん

泉
山
。
１
９
３
４
（
昭
和
９
）
年
に
日
本

初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
表
記
を
〝
雲
仙
”
に
変
え
た
こ
の

地
は
、
修し
ゅ
げ
ん
そ
う

験
僧
の
修
業
の
地
、
キ
リ
シ
タ
ン

へ
の
拷
問
の
地
、
そ
し
て
外
国
人
観
光
客
の

避
暑
地
と
し
て
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
歴
史
的
出
来
事
を
も
た
ら
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
温
泉
に
は
、
火
山
性
の
も
の
と

非
火
山
性
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち

雲
仙
温
泉
は
火
山
性
の
温
泉
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
こ
の
火
山
性
の
温
泉
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
火
山
の
地
下
に
あ
る
マ
グ
マ
だ
ま
り
か
ら

は
、
高
温
の
火
山
ガ
ス
が
常
に
地
表
に
も
た

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
火
山
ガ
ス
が
地
下

水
と
混
ざ
っ
て
で
き
た
熱
水
が
地
表
に
湧
き

出
し
た
も
の
が
、
火
山
性
の
温
泉
で
す
。
島

原
半
島
に
は
東
西
方
向
に
断
層
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
そ
の
断
層
の
一
部
が
温
泉
の
通
り
道

に
な
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
湧
き
出
す
温
泉
の
量
は
、
火
山
ガ
ス
と
地

下
水
が
混
ざ
る
量
で
決
ま
り
ま
す
。
大
量
の

火
山
ガ
ス
が
大
量
の
地
下
水
と
混
ざ
っ
て
湧

き
出
せ
ば
、
大
量
の
温
泉
に
な
り
ま
す
が
、

火
山
ガ
ス
に
対
し
て
地
下
水
の
量
が
少
な
い

と
、
地
下
水
に
混
ざ
り
損
ね
た
火
山
ガ
ス
は

な
ぜ
こ
こ
に
〝
地
獄
”
が
あ
る
の
か
？

「雲仙温泉（お糸地獄）」
この付近で感じられる地面からの熱も、橘湾の地下約
15km にあるマグマだまりからもたらされたものです

第３5回「ジオ空
ぞ ら

教室」
島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらをつくりだしたジオの魅力を、
その道のプロが毎回たのしく紹介します。ふるってご参加ください！

▶と　き　10 月 26 日（土）　13 時～ 15 時（受付開始：12 時 30 分）
▶集合場所　田

た し ろ ば る
代原トレイルセンター（雲仙市千々石町田代原）

▶講　師　服
はっとり

部 充
みつる

 先生（長崎大学 環境科学部 助教）　▶協　力　ＮＰＯ法人奥雲仙の自然を守る会
▶題　目　「奥雲仙田代原を未来へ」～生態系や守る価値を知り、未来へ繋ぐ～
▶内　容　奥雲仙田代原の成り立ちなどの歴史や生態系について知ることで、自然の美しさや雄
　大さ、そして守っていくことの重要さを、講話や保全活動を通して感じる
▶参加料　無料　▶定　員　20 人
▶服装等　露出が少ない服装、運動靴、帽子、軍手、タオル、飲み物など
▶申込方法　氏名、住所、性別、生年月日を記入のうえ、メール（info@unzen-geopark.jp）　
　または電話で申し込んでください　▶申込期限　10 月 18 日（金）

雲
仙
地
獄　
そ
の
１


